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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第3回院内研修について

　日時：7/25(火) 17：30～18：30　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

　内容：「精神保健・障害者総合支援法（行動制限）」講師：生駒PSW
・7/27（木）・7/28（金）医療機能評価がある。その際、モーニングミーティングは行わないとのこと。7/28（金）青陽館を視察に来る可能性があるため、質問に対して答えられるよう、各自、理解不十分な事は管理者へ確認すること。

・第4回　法人研修について
　日時：8/22（火）17:30～18:30　場所：メモリアルホール
　テーマ：｢医療・福祉における安全文化の醸成～当院の体制をふまえて～｣
　講師：芙蓉会病院　副看護部長　杉田　正様

　ビデオ研修：8/23（水）17：30～　場所：メモリアルホール

・青陽館の納涼会について
行事の決裁がおりている。準備として、牛乳パックが必要になる為、寄付できる方は行事担当の慶長、石橋へ渡すこと。

・デイケア男性ロッカーについて、使用個数が多くなってきているが、退所者のロッカーがそのままであったり等、管理が不十分となっている。片付けを行っていくとともに、空いているロッカーには付箋を付け、一目で管理できるようにしていく。
・学術抄録について8/1までに修正し、提出すること。また、會津、藤田、馬場グループに柴崎を加えることとする。
・9/16（土）青仁会ふれあい秋祭り実施予定。勤務となるスタッフが居る為、各自注意すること。
・新規利用者について、利用開始後の初期対応をしっかりと行い、表紙を2週間以内に作成すること。データベースの更新も同様に行っていくこと。

・野月　利章　様～7/27付でデイケア利用終了となり、7/28よりデイナイトケアの利用が開始となる。指示箋は提出中。
＜利用者様情報＞

デイケア
・根地戸　恵　様～7/20当院退院し、久しぶりに来所している。運動療法を途中退席しており、理由を質問すると疲労感と眠気を訴えている。デイケアでの希望について、他の人から失礼なことを言っていると言われた等、対人関係のことしっかりやっていきたいと希望している。本人の訴えを確認しながら、希望に合わせて対応できるように目標計画を検討していく。
・松田　知子　様～本日午前中体験利用を実施している。プログラムに関して自分から質問しており、デイケアについては楽しかったと話している。次回は7/27（金）の体験利用を希望する為、同日行うこととしている。
・櫻川　貞二　様～本日体験利用実施している。自分からプログラムに参加しており、わからない点は自分から聞きながら取り組むことが出来ている。午後も体験利用を行う為、参加状況を確認しながら今後の対応を検討していく。

デイナイトケア
・倉橋　生子　様～青風荘にて来所前に自室にこもり、他者への不満を話すことがあったとのこと。デイナイトケアでは、来所時特定利用者（稲垣ふき様、吉田キクエ様）へ一方的に不満をあらわにすることや、勝手に帰ろうとすることがあり、スタッフが介入している。最近体調不良を訴えることや、睡眠時間を気にしすぎてノートを書いていること等、言動に変化が見られてきている為、要注目しながら関わっていく。
・稲垣　ふき　様～デイナイトケア利用者（岩城敏夫様）がスタッフに話していることを聞き、「何言ってんの」と不機嫌そうに話すことがある。スタッフの介入に対し体調等、特に問題はないと話している。引き続き様子観察を行ないながら適時介入していく。
・馬渡　武光　様～青風荘から情報提供があり、トイレ間に合わずズボンを汚したとのことで、洗濯をしていたとのこと。水分摂取量が多いことがある為、デイナイトケアでも水分摂取量に注意しながら介入していく。
ナイトケア
・下妻　康貴　様～昨日、本人から担当スタッフへ仕事に関する相談があるとの訴えがあり、面談を実施している。職場で頼りにしていた職員が辞めることになったとのことで、その後の仕事を上手くやっていくことが出来るかどうか不安とのこと。辞めることを聞いてすぐのことで、ショックを受けているから、今後のことを上手く考えられないかもしれないと自身の状態を振り返りながら話している。自分なりに考えていることを評価し、辞めてからのことが具体的にならないと今後の対処を考えることが難しい為、あまり考えすぎずに普段通りに仕事を行うことと、不安が強くなってきた際には改めて相談してほしいことを伝えると「わかった」と話している。以降、同様の不安を繰り返し話すことがあり、都度訴えを傾聴している。最終的に「なんとかかんばって行くしかないね」と表情穏やかに話しており、気になることは無理せず相談するよう再度促している。
＜外来情報＞
・下妻　康貴　様～週末にかけて雨で大変だったが、大きなトラブルは無かったのでよかったと話している。現在、仕事をしている所でスタッフが2名やめることになったようで、少し不安だと話している。

・工藤　助市　様～特には変わりなく過ごせており、青山荘の体験利用しているとのこと。部屋が2階であり、階段を登る機会が少なかったため、筋肉痛になりそうだと話している。

・鈴木　惇浩　様～精神症状的には落ち着いているとのこと。仕事は、田んぼの草刈りなど野外での仕事が多く、最近は暑い為大変であると話している。

・上川原　豊　様～診察の結果、生活全般において援助が必要な様子、精神症状の悪化もあることから、環境調整、薬剤調整目的にて7/28(金)9:30入院予約としている。

・坂本　秀男　様～変わりないとのことで、相撲の話を笑顔で話している。

・二川目健治　様～1週間断酒していたが、再び缶ビール500mlを2本飲酒しているとのこと。肝機能低下あり、断酒勧められている。外出はせず、家で過ごすことが多いが、希死念慮は無いと話す。車を運転中に誰かに見られているような感じはあるが、生活に支障はないとのこと。戻りづらくなる為、仕事は出来るだけ早く戻りたいと話しており、抗うつ薬は飲まずに様子を見たいと話している。

・森　美智男　様～足の痺れ、感覚の無い感じはアルコールの後遺症と説明し、飲酒はしないよう助言受けている。昨日、草取りをした姿勢から顔を挙げた際に食べ物が逆流することがあったと話している。

・庭田美紀子　様～体重はデイケアで月1回測定しており、食は細いが体重は横ばいだと話している。特変はないとのこと。

・川崎　広幸　様～生活は充実しているとのこと。昨年の今頃の記憶は飲酒していたため無いので、断酒は継続していくと話している。

＜業務改善について＞
・デイケアプログラムのお楽しみ会について
現状：
2時間の中で行える内容を考えていくようにしているが、利用者から案が出なかったり、誰が何を準備するのかという点が曖昧になり、実施に向けた準備がうまく行えなくなっている。スタッフ間の連携もうまくなく、紙媒体で記録しているが上手く活用できずに当日になり困ることや、やることが決まってから別な意見が出ることがある。
対応策：

・実施は2時間枠で良いが、準備段階では毎週1時間の枠を作り実施検討をしていく。
・小グループでの実施、プログラムの枠を増やし希望者のみの参加、役割分担を決めて交代で行う。参加者への約束事として、役割を決めていく。
・来月より、お楽しみ会を参加希望者のみの参加にして実践してみる。お楽しみ会へ参加しない利用者は作業療法を実施することとする。

・問題点を明確にし、来週火曜日のカンファレンスにて再度検討を行っていく。
・外来情報について
現状①：朝受診者を確認するが、外来にて情報がもれてしまうことがある。
対応策：朝の内に、外来情報を入力するリストに当日受診する人の名前を記入しておく。
現状②：情報を消すタイミングが曖昧で、過去の情報がそのままとなっている。
対応策：新しい情報が来た際には、古い情報は消すこととする。また、転記したかどうかは、カンファレンスの記録の人が、転記したかどうかを外来情報入力書式内の日付の横に入力していく。

・書類管理について
現状：
新規のハンコを押す書類がバラバラに置いてあることが多く、手続きが中途半端になっていることや、書類が紛失しそうになることがある。書類が放置されているままであり、誰かがやってくれるであろうという意識があるのか、やるべきことが出来ていない。
対応策：
・書類に関して自分から確認をし、自分から手続きを行っていく等、意識を変えていく。
・スタッフ間でお互いに声を掛けながら対応していく。
・手続き中の書類を入れる箱や、クリアファイルを各詰所に準備するなど、管理方法は来週火曜日のカンファレンスにて改めて検討していく。
